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研究成果の概要（和文）：職員個人や集団が組織風土から受ける影響をふまえ，職員集団で子どもを養育してい
くための方策について検討を行った。傷つきを抱えた子どもたちを養育するために必要な職員集団の形成方法お
よび組織への介入方法について，トラウマインフォームドケアに基づき，子どもの適切な養育とともに職員同士
を支えあう共同養育チームの形成を念頭においた介入を検討した。具体的には，アメリカのコロラド大学
Boulder校のInstitute of Behavioral Scienceが実施しているトラウマインフォームドケアであるLet’s 
Connectモデルに関する実態調査と介入方法の習得を行い，日本における適用を検討した。

研究成果の概要（英文）：We clarified the impact that individual staff members and groups receive 
from the organizational climate, and at the same time, we examined the nature of the communication 
and teamwork required when a group of staff members is caring for children. Based on this, we 
reconfigured organizational climate reform and comprehensive consultation interventions with the aim
 of forming a collaborative child-rearing team that supports each other as well as providing 
appropriate child care, with trauma-informed care for the community in mind. Specifically, we 
conducted a survey on the Let’s Connect model of trauma-informed care implemented by the Institute 
of Behavioral Science at the University of Colorado Boulder, and learned about intervention methods,
 and considered their application in Japan.

研究分野：福祉臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的・社会的意義としては，アタッチメントの問題とトラウマを抱えた子どもの養育に必要な要素を
把握すると共に，施設職員などの養育者を支え，共同養育を行う職員関係を構築していく必要性に着目した点に
ある。それを実現する一つの具体的方策として，トラウマインフォームドケアの観点に基づくペアレンティン
グ・プログラムであるLet’s Connectプログラムの日本への適用を図った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の目的は，児童養護施設や乳児院などの子どもを養育する社会的養護施設において 子
ども虐待や不適切養育などによりアタッチメントとトラウマの課題を抱える子どもを共同養育
していくために必要な，職員集団および組織のあり方と養育を行う職員集団のチームワークを
形成するための介入方法について検討することであった。 
 
 
２．研究の目的 
 職員個人や集団が組織風土から受ける影響について明らかにし，それとともに職員集団で子
どもを養育していく際に必要なコミュニケーションとチームワークのあり方について検討する
ことを目指した。これらをふまえて，傷つきを抱えた子どもたちを養育するために必要な職員集
団の形成 方法および組織への介入方法について，コミュニティへのトラウマインフォームドケ
アを念頭におき，子どもの適切な養育とともに職員同士を支えあう共同養育チームの形成を目
指した，組織風土の変革と包括的コンサルテーション介入を再構成することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
1. 職員集団で子どもを養育していく際に必要なコミュニケーションとチームワークのあり方

について検討すると共に，職員個人や集団が組織風土から受ける影響を，ヒアリング及び
文献調査により明らかにする。 

2. トラウマインフォームドケアの観点から，傷つきを抱えた子どもたちを養育するために必
要な職員集団の形成方法および組織への介入方法について，子どもの適切な養育とともに
職員同士を支えあう共同養育チームの形成を目指した組織風土の変革と包括的コンサルテ
ーション介入を，これまでの研究を元に再構成する。 

3. 日本の児童養護施設における共同養育に関する理論整理と実態調査を行う。 
4. アメリカ，コロラド大学ボルダー校の行動科学研究所が実施しているトラウマインフォー

ムドケアである Let’s Connect モデルに関する実態調査とプログラム習得を行う。 
5. Let’s Connect モデル日本への適用の検討と介入実践を行う。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の目的は，児童養護施設や乳児院などの子どもを養育する社会的養護施設において 子
ども虐待や不適切養育などによりアタッチメントとトラウマの課題を抱える子どもを共同養育
していくために必要な，職員集団および組織のあり方と養育を行う職員集団のチームワークを
形成するための介入方法について検討することである。トラウマインフォームドケアの観点か
ら，傷つきを抱えた子どもたちを養育するために必要な職員集団の形成方法および組織への介
入方法について，子どもの適切な養育とともに職員同士を支えあう共同養育チームの形成を目
指した組織風土の変革と包括的コンサルテーション介入を再構成することを目的に以下の通り
研究を行った。 
(1) 子どもの養育に関する先行研究を整理し，共同養育と養育チームにおけるコミュニケーシ

ョンのあり方とチームワーク形成に関する理論を抽出するために文献研究とフィールドワ
ークによる実践を行った。チームワークを向上させる機能を持つものとして共有メンタル
モデル (DeChurch & Mesmer-Magnus, 2010)に着目し，子どもの養育における共有メンタル
モデルとして，養育者集団が子どもと関わるなかで自己に生じる感情や子どもに対する思
いを養育者同士で共有しあうプ ロセスが共同養育者集団を形成していくことに貢献し，同
時に養育者同士を支えあう機能を持つという仮説に基づき，児童養護施設における介入実
践を行った。 

(2) アメリカのコロラド大学 Boulder 校に Research Scholar として赴任し，①トラウマインフ
ォームドケアの実態調査と実践，日本への適用の検討，②アメリカ，コロラド大学 Boulder
校 Institute of Behavioral Science が実施しているトラウマインフォームドケアである
Let’s Connect プログラムに関する実態調査，③Let's Connect プログラムワークショッ
プの受講と介入方法の習得，を行った。Let’s Connect モデルとは，コミュニティを対象
としたトラウマインフォームドケアであり，子どもへの具体的なかかわりの技術を習得す
ると共に，支援者が子どもとの関わりの中で生じる自身の心的状態を内省し，子どもの理
解を深め子どもとのつながりを構築，強化することにより，子どものトラウマケアを行っ
ていく点に特徴がある。 

(3) 日本において介入実践を行うために，コロラド大学 Institute of Behavioral Science に
て Dr. Fitzgeraldの 指導を受けた。 

(4) 日本への Let’s Connect プログラム適用と実践に向けての準備として，日本における適用



の検討を行うと共に，実践のために必要なマニュアルと使用教材の日本語への翻訳を行っ
た。  

(5) 日本の研究協力施設と実施に向けての介入準備として，介入実践に向けての計画を検討し
た。対象となる養育者と児童の選定や実施要領などにつ いて検討した。 

(6) 他のエビデンスあるペアレンティングプログラムとの比較:介入施設に対して効果測定の
ために CAREや PCIT 等実証研究がされているペアレン ティングプログラムを導入し，効果
測定のための準備を行った。 
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